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緒言

　現在の鶏は、インドから東南アジアにかけて生息している赤色野鶏を、紀元前約6000

年に家畜化したもので1）、家畜の中でも改良が進んでいる種であると言える。鶏の祖先種

としては、赤色野鶏単体を祖先と考える一元説と、赤色野鶏、灰色野鶏、青襟野鶏、セイ

ロン野鶏が相互に交配されて成立したとされる多元説があるが、近年の蛋白質多型の研究

などにより、現在は一元説が支持されている2）。家畜化の当初は、宗教的な生け賛や、闘

鶏用であったことが知られており、その模様は古代遺跡の壁画にも表されている3）。ま

た、暁の時間を告げることから、軍隊が兵士を起こすために利用したことが家畜化の最初

であるとも言われているの。紀元前32㏄庫頃のモヘンジョダロの遺跡から発掘された鶏の

大腿骨の長さは約105㎜と、原種である赤色野鶏の平均69㎜砒べると一回り大き

く、すでに人為的な選抜による家畜化、大型化が起きていたことを示している5）。経済動

物として鶏の改良が行われ始めたのはローマ時代とされているが、卵用種として確立した

のは約150年前、肉用種としては50年前と比較的最近である6）。英国のトラスト団体であ

るThe　Poultry　Club　of　G紀at　Bh面n発行のBRnlSH　POUURY　SrANDARDS7）では、鶏だ

けで88品種が紹介されているが、品種として確立しているものだけでも、160種以上であ

るとも言われており、一説には変種を含めると500品種以上いるとされているの。

　現在の採卵養鶏に用いられている鶏は、原種である赤色野鶏と比較して、多くの異なる

特徴を持っている。赤色野鶏の産卵数は、年間30～60個ほどである3）のに対し、白色レグ

ホーン系の交雑種や、インクロスブレッドなどのコマーシャル産卵鶏の年間の産卵数は

300を越える。また、産卵数だけでなく、卵の大きさや卵質、抗病性などさまざまな点に

対して経済動物としての改良がなされており、赤色野鶏とコマーシャル産卵鶏は毛色・形

態なども大きく異なっている。行動面については、ほとんど育種改良の対象にされていな

いが、産卵能力や外見の変化に伴い、就巣性の消失などの質的変化が、また各行動の量的

変化が起きている。赤色野鶏とコマーシャル産卵鶏の行動を直接比較した研究は少ない

が、Bbkhuぱは、ペンと放飼場で群飼された赤色野鶏とコマーシャル鶏の行動を24時間

観察し、休息行動の姿勢が異なることなどを報告している。また、Keeh㎎ら9）は、コマ

ーシャル鶏と、より野鶏に近いBantam　typeを110m×80mの半自然環境で放飼した結
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果、Bantam　typeはコマーシャル鶏に比べて個体間距離が短くなったことを報告した。

Gus眺sonら10）は、赤色野鶏×Ban｛am　typeとコマーシャル鶏のパッチ状の餌場におけ

る採食戦略を比較し、両品種ともに変化する餌場の質に合わせてその行動を対応させるこ

とができるが、赤色野鶏×Bantarn　typeは、より戦略的に行動したことを報告している。

しかし現在は、野生および人為環境下ともに赤色野鶏の個体数は少なくなっており、実験

に用いることは困難な状況にある。

　わが国への鶏の渡来は、中国大陸から朝鮮半島を経て伝わったものと、黒潮に沿って北

上するルートで伝わったものがあり、それらの遺伝子が混じりあって、日本鶏が成立した

という説が有力となっている1’）。日本書紀に、天照大神をして自ら天の岩戸を開けさせた

「常世の長鳴鳥」が鶏であることからも明らかなように切、伝来時期はかなり古い年代で

あると考えられる。考古学的には愛知県の伊川津貝塚から発掘された鶏がもっとも古く、

縄文時代晩期（～紀元前3㏄庫）のものと推定されている。弥生時代に入ると、静岡県の

登呂遺跡や長崎県の原の辻貝塚などからも鶏の骨が出土している。そして現在でも、古代

から伝わる鶏が日本には数多く存在し、尾長鶏、即吟、比内鶏、土佐地鶏、秋田地鶏、岐

阜地鶏など世界的に有名な鶏も多く13ゆ、貴重な遺伝資源である。特に地鶏と呼ばれる品

種は」赤色野鶏の特徴を今も残しておりゆ、遺伝的にも貴重な財産である。地鶏は」古代

鶏が稲作文化の進展に伴って各地に伝搬したものが土着し、地域の特徴を加味された品種

と考えられている515》。岐阜地鶏は、昭和16年に天然記念物励として指定された代表的な

地i鶏で、現在は岐阜県養鶏試験場や愛好家らの手によって維待されている。Mshidaら17）

は、日本在来鶏を形態学的に比較し、岐阜地鶏が赤色野鶏および灰色野鶏と主成分分析上

一群を形成したと報告している。しかし、田名部ら1⑳は、血液蛋白質多型を支配する遺伝

子構成の比較により、日本鶏の相互の遺伝関係を調査した結果、岐阜地鶏は日本鶏の中で

も遺伝子構成がかなり異なるため、複雑な成立過程をたどったのではないかと述べてお

り、そのル貯ツは明確にされていない。金子ら1920）は、岐阜地鶏の生産性について、艀化

後12ヵ月目での平均体重は雄で約1300g、雌で約94）gとコマーシャル鶏に比べて小柄で成

長率も低く、初産日齢は平均173．5日であることを報告している。また、岐阜地鶏は大半

の家畜鶏と異なり、強い就巣性を持っている21）ため、就巣行動とホルモンの関係について

の研究は行われている鋤が、岐阜地鶏等の地鶏管理を行動学的に検討した研究はみられな

い。



3

　採卵養鶏においては、牛肉や豚肉のように品種や飼育法によって価格に差をつけること

は少なく、ケージ飼育による白色卵が一般的であった。また、卵は物価の優等生と言わ

れ、他の製品の価格が上昇する中、戦後ほとんど価格変動が起こっていない。しかし近

年、管理法を工夫し、一般的な卵と潮ll化して単価を上げる、付加価値卵と呼ばれるもの

が注目されている。たとえば有精卵やヨード卵、抗生物質等の薬品を用いない飼料を用

いたもの、あるいは平飼い方式で飼育されたものなどに人気が高まっている聞。また、

採卵養鶏に用いられている品種も、主に欧米産の高度に育種改良されたコマーシャル鶏が

用いられていたが、日本在来の地鶏をコマーシャル鶏と交雑して、製品の潮ll化をはかる

ことも見られるようになった。農林水産省畜産局家畜生産課の調査によれば、1999年現

在で高付加価値卵と銘打って市場に出回っているものだけでも151銘柄あり、その使用羽

数は393万羽となっている。銘柄化の手法としては、管理方法の違いや品種の違いを特徴

としたものもあるが、大部分は飼料の違いによって潮1」化されている。同様に肉養鶏につ

いてもブロイラー飼育が一般的であったが、近年はブランド化が進み、名古屋種や比内鶏

などの特殊な鶏肉や野外で飼育した鶏の人気が高まっている。そのような状況の中で、利

益を追求するあまり、出荷の1週間前に平飼いを行ったブロイラーを「地鶏」として出荷

するなど、　「地鶏」という基準があいまいであることが問題とされてきた。そこで農林水

産省は、2㏄沿年3月より特定J：AS規格を地i鶏に適応させることを発表している％）。地鶏肉

の特定J：AS規格は（1）在来種由来の血液百分率が50％以上である、　（2）飼育期間80日以

上、　（3）28日齢から平飼いで飼育したもの、　（4）飼育密度は28日齢から1平方メートル

あたり10羽以下となっており、これらの項目を満たすものにのみ、地鶏としての表示が許

されることになる。岐阜地鶏も、卵用としてロードアイランドレッドと交配した品種、肉

用として地鶏をホワイトロックとロードアイランドレッドと交配した品種カミ奥美濃古地

鶏として利用されているが、2㎏を越えるのに以）幽幽を要すなど、ブロイラーに比べて増

体率は低く、現在の養鶏産業で主流の管理法のままでは対応できない幼。また、嶋澤ら28）

は、平飼い管理とケージ環境において地鶏肉用交雑鶏とブロイラーを飼育した結果、ブロ

イラーは環境の違いが肉質には影響を与えなかったが、地鶏はケージ飼育においては肉質

が低下したことを報告している。

　コマーシャル鶏の管理方法は、原始的な囲い込みから、小屋を用いた平飼い方式、バタ

リーケージを用いたケージ飼育と変化してきたが、近年欧米諸国で発展し、わが国でも急
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速に広がってきた家畜福祉思想の下に大きく変化しつつある。その流れはケージ飼育を用

いた福祉管理と、ケージを廃止して福祉管理を行う方向がある29）。平飼い方式は行動の制

約が少ないため、異常行動が起きにくく、本来鶏が持っている行動を発揮することができ

ると言われている。Ti　kaら3D）はバタリーケージとaviary　syst㎝と呼ばれる平飼い方式

で鶏を飼育し、平飼い方式では異常行動が少なく、慰安行動が増えたことを報告してい

る。Tay1Qrら31）は、バタリーケージに比べaviary　syst㎝で飼育された鶏は、羽根の状態も

良くなったことを報告している。Hansenら32）は、ケージ飼育されている鶏と、　aviary

systemで飼育されている鶏の恐怖反応を比較し、ケージ飼育の鶏の方がより強く恐怖を

感じたと述べている。また、止まり木馬を立体的に配置し、3次元の空間を作り出すこと

によって多数の鶏を収容しつつ、本来鶏が持っている行動を発現させることも可能であ

る。1999年現在で、すでにスイスとスウェーデンではケージによる産卵鶏の飼育が禁止

されており、他のヨーロッパ諸国でも今後はケージ飼育が禁止される方向に進んでいる。

また、英国では平飼いなどの福祉的に飼育された鶏の卵である「We1睡e　egg」の販売が

増加し、ケージ飼育による鶏の卵の販売を脅かしているお》。改良ケージでの飼育では、単

調な環境であるケージの中に止まりザ鉤）や砂浴び場、巣箱などをとりつけることによっ

て鶏本来の行動を発揮させて、異常行動を減らそうという試みがある。App五byら訪は3種

類の巣箱のついたケージを制作して、鶏が好むケージの形を報告した。また、摂食にあた

り操作を必要とするものを飼槽に置くことによって、鶏の摂食時間を増やし、暇な時間を

減らすことで異常行動の発生を抑制する試みもなされている3義39）。特に英国ではそれら

の装置を総合的に検討し、止まり木、巣箱、砂浴び場を取り付けたケージを用いた産卵鶏

の飼育システムを実際の産業に応用している劒。これらの家畜福祉思想に基づく管理法

は、わが国でも少しずつ浸透しているωが、まだ発展段階にある。しかし、グローバルス

タンダードが必要とされる現代では、今後さらなる発展が必要となるものと考えられる。

　本調査は、岐阜地鶏の行動特性をコマーシャル鶏と比較することにより、管理法の確立

していない地鶏の特徴を理解すること、今後必要になると考えられる家畜福祉の基礎的知

見を得ることを目的とした。第1章では、岐阜地鶏とコマーシャル鶏をケージに1羽飼い

し、その行動を比較した。第2章では、ケージ飼いされていた両品種を野外放飼環境へ移

動し、約1カ月間にわたり、新しい環境への適応過程を観察した。第3章では、野外放飼環

境へ移動1年後に観察を行い、両品種の平飼い環境における行動を比較した。最後に第4章
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で、品種問の行動特性の違いを明らかにする方法として、パッチ状の餌場における採食戦

略の比較を行った。
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　　　　　　　　　　　第1章

ケージ環境における岐阜地鶏とコマーシャル産卵鶏の行動

目的

　産卵鶏の管理法としてはケージ飼育が一般的であるが、ケージ環境は単調であり、ま

た、十分な広さが確保されていないために、さまざまな異常行動が発現し、福祉的にも問

題であるとされている29）。そのため、常同行動の発現他個体への異常な羽毛つつきやカ

ニバリズムなどが発生し、福祉的な面だけではなく、産業的な面での損失も大きい。

　そこで、ケージ内に止まり木や、砂浴び場、巣箱などをすることによって、複雑な環境

を作り、異常行動の発生を抑制するエンリッチメントシステムが開発されている。Nicol

ら⑫は、ケージの高さや面積を大きくすることによって、羽つくろい等の慰安行動が増加

したと報告した。また、Tallsonら鈎）は、ケージに止まり木を設置することによって、羽

つくろい行動が増加し、他の個体に対する攻撃が減少する傾向にあったと述べている。

App】ebyら⑥は、止まり木、巣箱、砂浴び場を組み合わせた舳burgh　Mα温ed　Cageを

開発し、福祉レベルの向上に対する効果を報告した。しかし、これらは高度に育種された

コマーシャル鶏を用いた研究であり、原種やほとんど育種改良が行われていない品種の福

祉管理についての検討はこれまで行われていない。地鶏の管理法としては平飼いを行うこ

とが一般的であるが、今後は生産性を高めるために地鶏のケージ飼育が行われることも考

えられる。

　そこで、地鶏のケージ飼育の可能性について検討するために、本章では、一般的な飼育

用ケージにおける岐阜地鶏とコマーシャル鶏の行動を比較した。
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材料および方法

　1．供試動物

　供試鶏には、本学の付属鶏舎で飼養中の岐阜地鶏と近交系コマーシャル産卵鶏（デカル

ブXDを10点ずつ用いた。岐阜地鶏は1996年3月に岐阜県養鶏試験場において艀化し、そ

の後、同試験場において1年間飼育され、1997年5月に麻布大学に導入したもので、コマ

ーシャル産卵鶏は1996年1月29日に神奈川県養鶏農業協同組合連合会において艀化したも

のを同年5月14日に導入し、同鶏舎においてケージ飼育されていたものである。各品種と

もに足輪を取り付け、個体識別を行った。

　2．調査場所

　実験は、麻布大学獣医学部面属鶏舎に産卵鶏用ケージ（詳細は後述）を配置し、観察を

行った。

3．調査期間

実験期間は1997年12月24日から29日までの6日間とし、1羽あたり3日間について、ビデ

オによる録画を行った。鶏舎の概要とケージの配置を図1－1に示した。

　4飼育設備

　供試鶏は948αn2のケージ篠井畜産機器製）に1羽ずつ収容した。飼糟は塩化ビニー

ル製で、開口部が140rnrn×4㏄㎞mのものを使用し、ケージ前面に取り付けた。また、後

方には給水器を取り付けた。ケージは、鶏舎西側に白糟が内側になるように横一列に設置

した。ケージの概要を図1－2に示した。
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　5．管理方法

　飼料は成鶏用配合飼料（日本農産工業株式会社製Sセブン）を用い、自由摂食・自由

飲水とした。飼料の成分については表1－1に示した。気温および湿度については自然環境

とし、気候に応じて7個の換気扇によって換気量を調節した。照明時間は自然光に加え

て、5：00から19：00まで如ワットの蛍光灯6本を用い、14時間とした。また、除糞等の

管理作業は8：30から9：00の問に行い、同時に給餌、給水と集卵を行った。なお、給水

のみ15：30から16：00の間に再度行った。
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表1－1．飼料の成分（日本農産工業糧製Sセブン）

成分 成分量（％）

粗蛋白

粗脂肪

粗繊維

粗灰分

カルシウム

リン

（以上）

（以上）

（以下）

（以下）

（以上）

（以上）

17．0

3．0

6．0

14．5

2．7

0．5

ME（kca1）　（以上） 2850
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　6．調査内容

　行動観察は、各品種5羽ごとに1台のカメラを設置して（図1－1）、6：00から16：00ま

で撮影を行った。両品種とも、供試鶏No．1からNα5までをGrou：p　1、　Nα6からNα10まで

をGroup　2とし、1日目から3日目まではGroup　1の撮影を行い、4日目から6日目までは

Group　2の観察を行った。ビデオテープの交換、カメラの配置換えは16：00以降に行っ

た。観察期間は表1－2に示した。録画したテープの解析は、各時間ごとの最初の30分間に

ついて、1分ごとの瞬間サンプリングを行った姻。また、観察する行動のカテゴリーは

Websterら磁）と、佐藤ら菊）の定義に基づき決定した。各カテゴリーの定義は表1－3に示し

た。行動観察には、テレビカメラをタイムラプスビデオに接続したもの2組を用いた。表

1－4に観察に用いた機材を示した。

表1－2．供試鶏の観察期間

群番号 個体番号　　観察日

岐阜地鶏

コマーシャル鶏

－
よ
り
自
－
↓
∩
∠

No．1－5

No．6－10

No．1－5

No．6－10

1997．12．24－26

1997．12．27－29

1997．12．24－26

1997．12．27－29
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表1－3．行動カテゴリーの定義

行動項目 定義

摂食

飲水

地面つつき

歩行

羽繕い

砂浴び

停立

伏臥

羽毛つつき

闘争

ケージ前面から首を出し、餌箱に首を入れている状態。餌を摂

取する場合だけでなく、餌をかき混ぜる行動なども含む。

給水器からの飲水行動。

ケージの床面をくちばしでつつく行動。

ケージ内における歩行行動。

嚇を使った羽毛の手入れ行動。

ケージの床面において、あたかも砂があるように砂浴びと同様

の行動をとる真空行動。

立位姿勢で大きな動きのない状態。

足を曲げ、両翼を下げ地面につけた状態。

嚇を使った隣のケージにいる他個体へのつつき。

ケージ間における攻撃、威嚇。

表1－4．観察機材

メーカー 型番 台数

タイムラプスビデオ

カメラアンプ

テレビカメラ

レンズ

Panasonic

Panasonic

Panasonic

Panasonic

AG－6720

WV－PS104A
WV－CP130
WV－LZ6012

∩
∠
イ
⊥
9
］
∩
∠



14

　5．統計解析

　各行動が一日に占める割合のに対する品種の効果については一元配置分散分析を行っ

た。統計解析にはSAS（SAS㎞3廿tute　Japan）のGLMブロージャーを用いた菊）。

　また、各行動の経時的変化については、各時間における各行動の観察数＝（全体の平

均）＋（品種の効果）＋（時間の効果）＋（品種と時間の交互作用による効果）＋誤差とし

て、二元配置分散分析により検討を行った。なお、経時的変化の解析にはStatview　Ver．

4．5fαM露のを用いた。
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結果

　1．各行動が1日に占める割合

　岐阜地鶏とコマーシャル鶏のそれぞれについて、1日に占める各行動の割合を図1－3に

示した。

　ケージ正面に設置した飼糟からの摂食行動は、岐阜地鶏は平均23．1％、コマーシャル鶏

では38．1％と、岐阜地鶏が低い値を示し、その差は有意（Pく0．01）であった。コマーシャ

ル鶏は全ての行動カテゴリーの中で摂食行動に費やす時間が最も長くなった。

　飲水行動は岐阜地鶏、コマーシャル鶏ともに3％前後であり、品種間に有意な差はみら

れなかった。

　同様に、ケージの床に対する地面つつき行動は、岐阜地鶏、コマーシャル鶏ともに39。

前後画面され、有意な品種間差はみられなかった。

　ケージ内における歩行行動は、岐阜地鶏が6．1％であり、コマーシャル鶏の1．7％と比べ

有意（P＜0．01）に高い値を示した。

　羽繕い行動はコマーシャル鶏の14％に対して、岐阜地鶏は26．2％と高い割合を示し、そ

の差は有意（P＜）．001）であった。

真空行動としての砂浴びの発現は、コマーシャル鶏では0．2％とわずかに見られたのに対

し、岐阜地鶏は全く見られず、有意（P〈｝．05）な差が認められた。

　また、停立に費やした割合は品種間に差はなく、いずれも30％前後と、高い値を示し

た。なお、岐阜地鶏は面立行動に最も多くの時間を費やした。

　伏臥はコマーシャル鶏が9．6％であったのに対し、岐阜地鶏は3．7％と低く、両品種間に

有意（P＜）．05）な差が認められた。

　闘争羽毛つつき行動は、個別飼育であったために、ケージの柵を隔てた状態でしか発

生しなかったが、コマーシャル鶏において、若干の発生が見られた。なお、品種間で有意

な差は見られなかった。

　また、噛を使う行動である、摂食行動、飲水行動、地面つつき、羽繕い、羽毛つつきの

合計値は岐阜地鶏で56．4％とコマーシャル鶏の58．7％との間に差は見られなかった。
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　2．各行動の経時的変化

　岐阜地鶏における各行動の経時的変化ならびに、コマーシャル鶏の経時的変化を図1－

4．、図1－5に示した。また、各品種間についての経時的変化を明確にするため、行動ごと

の経時的変化を図1－6から図1－15に示した。

　摂食行動では、品種と時間の効果の交互作用が有意（Pく0．05）であった。コマーシャル

鶏は夕方に向かって若干増加する傾向が見られた。一方、岐阜地鶏は、ほとんどの時間に

おいて20％から3（尻の問と変化が少なかったが、7：00～7：30に12％に減少し、その後9：00～

9＝30に38％と高い値を示した。

　飲水行動については、品種および、時間の効果には有意ではなかったが、両効果間に有

意（P＜0，01）な交互作用が認められた。特に岐阜地鶏に関しては、摂食行動が増加した

9：00～9：30に飲水行動の割合も最大となった。

　ケージの中を移動する歩行行動は、コマーシャル鶏では2％前後と発現が少なく、ま

た、ほとんど変化が見られなかったが、岐阜地鶏では摂食が最大になった9：0（ト9：30と

15：00～15：30にピークが見られるなど、品種と時間の効果の交互作用は有意（Pく0．05）で

あった。

　羽繕い行動は岐阜地鶏が25％以上の高い値で推移したが、摂食が最大になった9：00に

15％と減少した。一方のコマーシャル鶏は夕方に向けて若干上昇し、時間と品種の効果の

交互作用が有意（P＜0．01）であった。

　停立行動は、両品種ともに7：0σ一7：30が最大で、その後、緩やかに減少した。品種の効

果は有意ではなかったが、時間の効果と、時間と品種の効果の交互作用は有意（ともに

P〈0．01）であった。

　岐阜地鶏の伏臥は5％前後とほとんど見られなかったが、コマーシャル鶏は10：00から

14：00の間に高い値を示し、時間の効果および、時間と品種の効果の交互作用は有意

（P＜0．01、P＜）．01）であった。

　闘争行動における品種の効果は有意ではなかったが、時間の効果ならびに、時間と品種

の効果の交互作用はが有意（ともにP＜）．01）であった。

　ケージの床をつつく地面つつき、羽毛つつき、真空行動である砂浴びについては品種と

時間の交互作用は見られなかった。
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図1－5．コマーシャル鶏における各行動の経時的変化
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考察

　コマーシャル鶏は1日の約40％を摂食行動に費やし、岐阜地鶏に比べ高い割合を示し

た。コマーシャル鶏の平均体重は約2000gであり、岐阜地鶏は約800gとコマーシャル鶏の

半分以下であるために、両品種間で飼料摂取量が異なることが、その原因の一つではない

かと考えられた。日本飼養標響）によれば一般的なコマーシャル産卵鶏を標準的な条件

で飼養した場合、1日あたりの飼料摂取量は108gとされている。岐阜地鶏の、飼料要求率

は報告されていないが、不断給餌時の摂食量を測定した第4章において、1日に平均46．7g

（±8．8）摂取しており、体重と同様にコマーシャル産卵鶏の約40％であった。

　一方で、嚇を使う行動の合計は、岐阜地鶏が56．4％、コマーシャル鶏が58．7％とほとん

ど差が見られなかった。田中ら劒は、鶏は飼料に限らず何かをつつく、あるいはついばむ

欲求を持っており、飼料がある場合は、実際の摂食を伴わない遊びのついばみになり、飼

料がない場合はケージなどに向けられるとしている。コマーシャル鶏の摂食行動には、餌

の摂取を伴わない遊びの摂食が含まれてると思われるが、岐阜地鶏に遊びの摂食があるの

かは今後の調査課題である。

　羽繕い行動には岐阜地鶏がコマーシャル鶏の2倍近くの時間を費やしたが、羽繕いは羽

毛のコンディションを高め、体温調節や外敵からの逃避を有利にすることにつながる。岐

阜地鶏が短時間の摂食に伴って、余った時間を羽繕いに費やすことは、防衛に対する行動

がコマーシャル鶏に比べて発達してるのではないかとも考えられるが、一方で鶏は異常行

動としての羽繕い行動をすることも報告されている。例えばSavoryら5。）は制限給餌を

行ったブロイラーは羽繕いに費やす時間が長いと報告しており、餌を摂取できないことに

よる転嫁行動であるとしている。また、歩行行動は岐阜地鶏が有意に高くなったが、

Websterら侶）は歩行行動の発生は飼育密度に関係すると述べており、岐阜地鶏はコマー

シャル鶏に比べて一回り小さいことが影響していることも考えられた。一方で、羽繕いと

同様に、常同的な歩行行動があることも知られており、コマーシャル鶏と比較して歩行が

有意に高いことは抗ストレス性が低い可能性も示唆された。

　真空行動であるケージ内での砂浴び行動は、観察期間中、コマーシャル鶏は全サンプル

点において15回見られたが、岐阜地鶏では観察されなかった。本実験では1分間隔の瞬間
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サンプリングを行ったため、岐阜地鶏に真空行動がないとは言い切れないが、発生がほと

んど見られなかった理由について今後検討する必要があると考えられた。

　1日の摂食行動の推移を見ると、岐阜地鶏は給餌刺激に強く反応しており、摂食行動が

給餌直後に増加した。一方のコマーシャル鶏は、給餌刺激にはほとんど反応しておらず、

若干夕方に向けて割合が上昇する傾向が見られた。T㎞kaら5Dはコマーシャル鶏に、1

日の給餌回数を0、1、2、3、6回と変化させ、摂食行動の変化を調査した結果、本調査と

同様にコマーシャル鶏は給餌刺激に反応しなかったことを報告している。岐阜地鶏が給餌

刺激に反応したことは、1つの特徴であると考えられた。岐阜地鶏は飼料の中でも大粒の

ものを好んで摂取し、変色するなど古くなった飼料は摂取しなかった。このことから、コ

マーシャル鶏に比べ、餌に対する選択性が高いことが示唆された。
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要約

　本章は、飼育法の確立していない岐阜地鶏の、ケージ飼育環境下における行動特性を調

査した。岐阜地鶏の特性を明確にするため、研究の進んでいるコマーシャル鶏を同様の環

境で飼育を行い、行動を比較した。両品種ともに948cm2の一般的な産卵鶏用のケージに1

羽ずつ収容して観察を行った。給餌と給水は8：30から9：00の間に行い、自由摂食、自由飲

水とした。タイムラプスビデオによる録画により、1分間隔の瞬間サンプリングを行っ

た。

　各行動が1日に占める割合については、摂食行動が岐阜地鶏が23．1％、コマーシャル鶏

が38．1％と有意（Pく0．01）な差が見られた。一方で岐阜地鶏は、歩行行動に6．1％費やし、

コマーシャル鶏の1．7％と比較してその差は有意（P＜0．01）であった。羽繕い行動も岐阜

地鶏が26．2％と高い割合であり、コマーシャル鶏は14％と両品種問で有意（Pく0．001）な差

が見られた。また、真空行動である砂浴びは、コマーシャル鶏において0．2％であったが、

岐阜地鶏は全く発生せずその差は有意（P＜0．05）であった。伏臥はコマーシャル鶏が

9．6q6、岐阜地鶏は3．7％となり、両品種間に有意（P〈）．05）な差が認められた。行動の経

時的変化は、岐阜地鶏の摂食行動が9時に高い値を示し、コマーシャル鶏との交互作用が

有意となった。また、飲水行動、歩行行動、羽繕い行動、停立行動、伏臥、闘争行動の経

時的変化に有意な差が見られた。岐阜地鶏は、コマーシャル鶏と異なり給餌刺激に反応し

て、給餌後に摂食行動の割合が高くなった。

　岐阜地鶏が摂食行動に費やす時間が短いことは、その体格差に原因の一つがあると考え

られた。岐阜地鶏の羽繕い行動が多く発現したことは、岐阜地鶏における防衛行動の高さ

を表している可能性もあるが、狭いケージ内を往復する歩行行動の割合が高いことから

も、常同行動としての羽繕い行動であることも考えられた。本研究によって、ケージ環境

における岐阜地鶏の行動は、一般的なコマーシャル鶏の行動特性と異なることが示され、

常同行動の発現がコマーシャル鶏に比べて高いことから、ケージ飼育には適さないことが

示唆された。
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　　　　　　　　第2章

　ケージ環境から野外放飼環境へ移された

岐阜地鶏とコマーシャル産卵鶏の行動の変化

目的

　一般的に鶏の管理は、育雛期には清潔な育雛施設で飼育を行い、成長に応じて収容場所

を変えていく。コマーシャル鶏において新奇環境への導入等、恐怖反応によるストレスは

産卵率や増体率の低下など、産業的にも問題となることが報告されている52）。また、

σKee角ら謝はケージ飼育からペン飼育ヘコマーシャル鶏を移動すると、社会的順位を形

成するために闘争行動が起きることを報告しているが、地鶏の再群飼時における闘斜〒動

についての研究は見られない。また、肉養鶏としての地鶏飼育産業では、育雛期が終了し

て放飼場に移動しても、運動をほとんどしないことが問題となっている。

　本章は、岐阜地鶏とコマーシャル鶏を、ケージ環境から野外放飼環境へ移動させた場合

の行動の変化について調査を行い、鶏の新奇環境への適応過程を調査した。
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材料および方法

　1．供試動物

　供試鶏には、第1章と同様に、本学の付属鶏舎で飼養されている岐阜地鶏（1996年3月

艀化）と近交系コマーシャル鶏であるデカルブXL（96年1月29日艀化）を10羽ずつ用い

た。凹型鶏はケージ（424cm2）に2羽飼いされていたものを、両品種ともに各ケージから

1羽ずつ取り出し、新奇環境である野外放飼場へ移動した。

　2．調査場所

　放飼場とその周囲の様子を図2－1に示した。実験に用いた野外放飼場は、千葉県茂原市

の住宅地にある約400坪の敷地内に制作した。放飼場の右側面と後方は竹林で、左側面、

前方は梅林であった。

　3．調査期間

　1997年10月1日に実験を開始し、移動後1、2、3、8、15、22、29日目に行動観察を

行った。

　4，飼育施設

野外放飼場は鉄製のフェンスで囲まれ、地面に雑草等が、また中央には梅の木が2本生

えていた。広さは9400mm×4700mm×1600mmであった。放飼場の上方は建築用足場

ネットで囲み、飛翔による脱走を防止した。それぞれの区画の一隅に、屋根（1200mm×

1820mrn）と止まり木を設置した。また、地面に飼糟（500mm×350mm×300mm）、

給水器を設置した。放飼場の詳細を図2「2、図2－3に示した。

5．管理方法

　飼料は成鶏用配合飼料（日本農産工業株式会社製　Sセブン）を用いて、自由摂食・飲

水とした。配合飼料の成分は表1－1に示した。管理作業は8：30に行い、実験者が放飼場内

に入り、給餌、給水と集卵を行った。移動1日目は放飼前に飼料と水を与えた。
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放飼場r「」．

駐車場

図2－1．放飼場と周囲の概要
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　6．調査内容

　供試動物は1997年10月1日午前4時30分にダンボール製の箱に入れ、本学から約2時間の

車両による移動の後、野外放飼場に同日午前6時50分に、品種ごとにそれぞれの放飼場に

解放した。

　（1）各行動が占める割合

行動観察は午前6：00から午後16：00までの各1時間ごとの最初の30分間について、1分

間隔の走査サンプリング法国）を用いて観察を行った。ただし、一人の観察者による2群同

時の肉眼による観察は不可能であったため、各群について30秒間づらして走査サンプリン

グを行った。観察項目は、摂食、飲水、地面つつき、歩行、停立、伏臥休息、羽繕い、砂

浴び、他個体に対する羽毛つつき、敵対行動とした。各行動の定義は表2－1に示した。

　（2）闘争行動

　闘争行動については移動後3日間のみ、行動サンプリングによる観察を行った。観察時

間は各行動の走査サンプリングと同様に、1時間の最初の30分間とした。闘争行動は2個

体間で攻撃、威嚇が繰り返された場合と定義した。

　（3）総個体間距離

個体間距離は、各放飼場の柱を目印として縦6×横3のブロックに区切り、各ブロックに

いる個体数を、6：00から16：00において、1時間間隔で記録した。個体間距離の指標と

しては総個体間距離を用いた。算出は縦横に隣接するブロックの距離を1とし、斜めに位

置するブロックの距離は1．5としてスコア化した。総個体問距離の算出例を図2－4に示し

た。計算は（株）マイクロソフト社製のE測d5．O　fbr　Madnt（曲を用いた。

　7．統計解析

個体間距離を品種間で比較するために、ノンパラメトリック検定の㎜c似Qnの符号付順

位検定を用いた。
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表2－1．行動カテゴリーの定義

行動項目 定義

摂食

飲水

地面つつき

地面掻き

歩行

羽繕い

砂浴び

停立

伏臥

羽毛つつき

闘争

止まり木

飼糟に首を入れている状態

給水器からの飲水行動

地面をくちばしでつつく行動

地面を足で掻く行動

歩行行動

嚇を使った羽毛の手入れ行動

横臥して翼や足指を使い砂を全身にまぶす

停立姿勢で大きな動きのない状態

足を曲げ、両翼を下げ地面につけた状態

嚇を使った他個体に対するつつき

2個体間で攻撃、威嚇

設置された止まり木に止まった状態
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図2－4．総個体間距離の算出例

　例では1個体のみの個体間距離を示しているが、本実験では全ての個体の組み合

　わせについて計算を行った。本例の総個体間距離は107となっている。
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結果

　1．　各行動が1日に占める割合

　岐阜地鶏における各行動の経日的変化を図2r5に、コマーシャル鶏の経日的変化を図2－

6に示した。

　岐阜地鶏は、1日目、2日目、3日目、8日目においては、設置した飼糟から配合飼料を

摂食することはほとんど観察されなかった。15日目以降にようやく明確に観察されるよう

になり、22日目には10箔を超え、29日目は13．1％と緩やかに増加した。一方、コマーシャ

ル鶏は1日目から10％を超え、日によって多少ばらつきはあるものの、顕著な経日的変化

は見られなかった。

　岐阜地鶏の地面つつきは、移動1日目から25％の時間を割いていた。その後、地面つつ

きは餌箱からの摂食行動の増加とともに徐々に減少し、移動29日目は146％となった。コ

マーシャル鶏は期間を通してほぼ一定の割合で観察された。

　岐阜地鶏の羽繕い行動は暦日的に増加し、29日目には全体の34％が羽繕い行動であっ

た。コマーシャル鶏は、8日目以降は一日の2（跳程度を羽繕い行動に費やした。

　岐阜地鶏は1、2、3、下目は綜立行動に費やす時間が最も多く見られた。その後、日が

経つにつれ、押立行動は3日目の40％から29日目の25％へと徐々に減少する傾向が見られ

た。

砂浴び行動は岐阜地鶏においてはほとんど観察されなかったが、コマーシャル鶏では8

日目以降に若干発現した。また、設置した止まり木は両品種とも移動後3日間は利用しな

かったが、8日目以降では夜間にはほとんどの個体が利用した。
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　2．闘争行動

　行動サンプリング法によって観察時間内に見られた闘争行動が発現した回数の経時的変

化を各観察日ごとに図2－7に示した。岐阜地鶏は移動直後の7：00に10回と、最も多くの闘

争行動が発現した。7：00～8：00と8：00～8：30はコマーシャル鶏より多い値であったが、そ

の後急激に減少し、2日目ではほとんど発生せず、3日目には全く見られなかった。

　一方、コマーシャル鶏では闘争行動の発現回数は1日目に最大値を示したものの、2日

目、3日目にも数回観察された。また、闘争行動は移動直後に最大にはならず、移動の3時

間後に闘争の回数が7回と最大になった。
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図2－7．各品種の観察日における闘争行動の発現回数についての経時的変化
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　3．個体間距離

　総個体問距離の各観察日における平均値を図2「8に示した。全ての観察日において、岐

阜地鶏はコマーシャル鶏よりも総個体間距離が短くなり、両品種間にはW丑。（瀕Qnの符号付

順位検定によって有意（P＜0ρ5）な差が認められた。コマーシャル鶏における総個体間距

離のスコアは観察期間を通して、ほぼ100から120の間であったが、岐阜地鶏は放飼初日

に50と最も低い値を示した。幽

　品種ごとにおける個体間距離の経時的変化を図2旨9、図2－10に示した。コマーシャル鶏

では1日を通して大きな変化が見られなかったのに対して、岐阜地鶏ではコマーシャル鶏

に比べて時間によるばらつきが大きく、各観察日における個体間距離の変動係数は両品種

間で有意（P〈）D5）な差が認められた。
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考察

　ケージから放飼環境へ移動後、岐阜地鶏では、摂食行動、地面つつき、羽繕い行動、停

立行動、伏臥行動の害1拾が、今日的に変化した。一方、コマーシャル鶏では、移動後3日

間は各行動割合に若干変化が見られたが、それ以降はほぼ安定した値となり、岐阜地鶏に

比べて顕著な変化は見られなかった。特に、岐阜地鶏は移動初日には摂食行動をほとん

ど発現せず、15日目でようやく10％を越えた。これは、岐阜地鶏が飼育環境だけでなく、

餌箱自体に対しても新奇物としての反応をしめしたことによるのかもしれない。Grigo囲

は新奇環境に移動する場合、移動前に用いていた飼糟を新奇環境に設置すると、新しい飼

糟に比べて利用率が高くなることを示している。今後は、岐阜地鶏とコマーシャル鶏の新

奇物への反応に関する調査も必要であると考えられた。

　羽繕い行動も経日的に増加したが、羽繕いは他の行動に比べて外敵に対して無防備にな

るため、羽繕い行動が増加したことは、生息環境が安全なものであることを認識した結果

と考えられた。また、停立行動が経日的に減少していることも同様の理由によるものであ

ろう。実際カラスの鳴き声などが聞こえたときは、ほとんどの個体が停立行動をとっ

て、周りを見回していた。コマーシャル鶏も移動後2日間は停立行動に費やす割合が高

かったが、その後は10％前後で推移し、大きな変化は見られなくなった。羽繕い行動も8

日目には高い値を示しているため、コマーシャル鶏の行動が安定する閾値は、移動後3日

から8日の間にあることが考えられた。

　闘争行動に関しては岐阜地鶏では移動直後が最大になり、その後減少したが、コマー

シャル鶏では3日目まで散発的に発生が見られた。闘争は鶏の順位付けに重要な行動であ

り、順位が決まれば無駄な闘争が起きないことが知られている謝。岐阜地鶏は群再編成の

直後の短期間に互いの優劣を認識し、その後は無駄な闘争を避けるように進化してきたの

ではないかと考えられた。コマーシャル鶏が3日目まで闘争行動を行ったことは、家畜化

に伴って岐阜地鶏とは他個体の認識力、記憶力が異なる可能性も示唆されたため、今後、

両品種の認知能力の違いについても検討する必要があると考えられた。

　総個体間距離は両品種ともに放飼直後は短くなった。コマーシャル鶏は放飼3時間後に

は距離が長くなったが、岐阜地鶏は1日を通して短いままであった。観察日全体を通して
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も、岐阜地鶏の個体間距離は短かった。KeeH㎎ら9）がBantam　type　henとコマーシャル鶏

の個体問距離を比較した報告でも、Ban｛am　type　henは個体間距離が短かったことを示し

た・また、Bb㎞uis8）は、止まり木上での距離が、赤色野鶏はコマーシャル鶏に比べて短

いと報告している。群を形成することは、外敵から身を守る戦略の一つである55）。

Bantam　type　henや赤色野鶏と同様に、岐阜地鶏はコマーシャル鶏に比べて外敵に対する

警戒ら力験いことが示唆された。一方で個体間距離が短いことは資源の競争を生み出すこ

とになる軌著者鋤力随羽のコマーシャル鶏を用い、資源量の多い環境と少ない環境にお

いて、個体間距離を比較した実験でも、資源量が多い環境では個体間距離が短く、少ない

場合は個体間距離が長くなる結果となった。本調査では不断給餌であったため、餌資源は

豊富であると言える。餌資源が変化した場合の個体間距離についても今後の調査における

課題と考えられた。また、岐阜地鶏における総個体間距離の変動係数がコマーシャル鶏よ

り高かったことは、他の鶏の鳴き声や、車の音などの外部からの刺激に敏感に反応したの

かもしれない。

　コマーシャル鶏が何かの理由で野生化し、世代を重ねて生存していることが報告されて

おり57●銘）、野外環境への適応力はある程度持っていると考えられる。本実験において、

岐阜地鶏に比べて非常に早く行動が安定したことは、環境の変化を認倒する能力が岐阜地

鶏に比べて劣っているため、新奇環境からの刺激が強く働かないのではないかと考えられ

た。コマーシャル鶏は抗ストレス性を高めて、狭いケージ環境においても産卵率の低下

や、羽毛っつき行動が起きにくいように改良されており、外部からの刺激に対して過敏に

反応しないことが求められてきた。本調査の結果から岐阜地鶏を新しい環境に移動する場

合、特に育雛期から平飼い環境などに移動する場合1こは、新しい環境でも育雛期に用いた

嚢底を用いるなどの工夫が有効であると考えられた。



48

要約

　現在の採卵養鶏は、集約的なケージ飼育が一般的な飼育方法となっている。しかし、近

年の家畜福祉思想の高まりによって、より行動の制約の少ない平飼い方式が見直されてい

る。本章ではコマーシャル鶏と岐阜地鶏を用い、バタリーケージから野外放飼環境下へ移

動した場合における、新奇環境への適応過程について比較を行った。ケージに2羽飼いさ

れていた10羽の岐阜地鶏とコマーシャル鶏を、それぞれ9．4×9．7mの野外放飼場に移し行

動観察を行った。観察は導入直後から1、2、3、8、15、22、29日目に行い、6：00から

16：00まで、1分間隔の走査サンプリング法を用いて行動の記録を行った。同時に、1時

間ごとに総個体間距離を記録した。また、放飼直後3時間の闘争行動については行動サン

プリングを行った。

　コマーシャル鶏は、設置した飼糟からの摂食行動は1日目から10Q。を越えたが、岐阜地

鶏は最初の3日間はほとんど飼料を摂取せず、15日目にようやく明確に観察されるように

なった。一方、地面つつき行動には、岐阜地鶏は移動後1日目から25％の時間を費やし、

徐々に減少した。コマーシャル鶏は経日的変化は見られなかった。岐阜地鶏の羽繕い行動

は、経日的に増加したが、コマーシャル鶏は8日目以降は、ほぼ一定の割合であった。岐

阜地鶏の1、2、3日目は停立行動に費やす時間が一番長くなり、それ以降は徐々に減少し

た。また、岐阜地鶏は移動直後に闘争行動が集中し、それ以後はほとんど見られなかった

が、コマーシャル鶏は移動の3時間後が最大になり、また、3日目まで闘争行動が見られ

た。また、総個体間距離は岐阜地鶏がコマーシャル鶏より短くなった。

　岐阜地鶏が移動後3日間ほとんど配合飼料の摂食を行わなかったことは、飼育環境およ

び餌箱に対する警戒行動であったと考えられた。一方コマーシャル鶏は配合飼料に対する

動機付けが高く、移動初日から設置した餌箱からの摂食を行った。岐阜地鶏の羽繕い行動

が経日的に増加したこと、綜立行動が減少したことは、新奇環境が安全であることを学習

した結果であると考えられた。また、闘争行動のピークが両品種間で異なったことは、岐

阜地鶏にとって順位付けを行うことの重要性を示している。総個体間距離がコマーシャル

鶏に比べ岐阜地鶏は短く、経日的に距離が長くなったことは、岐阜地鶏が移動後数日間は

外敵からの攻撃などに対する防御行動をとったものと考えられ、徐々に飼育環境が安全な
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ものであると認識したためと考えられた。
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　　　　　　　　　　第3章

野外放飼環境における岐阜地鶏とコマーシャル鶏の行動

目的

家畜福祉の観点や、付加価値卵の市場拡大に伴い、採卵鶏の平飼い方式による飼育が広

がりつつある。近代の家畜福祉思想の先駆者である欧米諸国の研究では、カニバリズムや

羽毛つつきなどの異常行動を防止するためには、単にケージ飼育を廃止するだけでは不十

分なことも示されている。コマーシャル鶏の平飼い管理の研究については、数多くの報告

がなされている。H口9hesら謝は小羽数の群より、大羽数の方が攻撃行動が少ないことを

報告した。さらに、H㎎hesら59）は過去の研究を総括し、白色レグホーン系やmedium

hybridsは紅9ht　hybridsに比べて攻撃行動が少なく、特に近年のmodern　hybri（おは攻撃行

動が少ないのではないかと述べている。Mco1ら60）は、4種類の飼育密度でコマーシャル鶏

を飼育し、攻撃行動は低密度の群で最も多く、強い羽毛つつきは高密度の群で多く観察さ

れたことを報告している。また、白色レグホーン系の鶏と比較して、脇㎜は攻撃行

動の発現が高いことが報告されている6D。肉用種として改良された地鶏は、コマーシャル

鶏に比べて環境の影響力強く、平飼い環境に比べケージ環境では肉質が悪くなることが報

告されている劉。地鶏や地鶏とコマーシャル鶏の交雑種は平飼い環境で飼育されることが

ほとんどであるが、平飼い環境における地鶏の行動学的研究はなされておらず、コマー

シャル鶏の管理法に準じているのが現状であり、適切な地鶏の管理法が検討されてきたと

は言えない。

　本章では、岐阜地鶏に適した管理法の基礎的知見を得ることを目的とし、岐阜地鶏とコ

マーシャル鶏の野外放飼環境における行動を比較した。
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材料および方法

　1．供試動物

野外環境における観察では・岐阜地鶏とコマーシャル鶏をそれぞれ10羽用いた。供試鶏

は・本調査のぼぼ1年前に・ケージ環境から野外環境へ移動され第2章の調査に供試され

たあと、飼育されたものである。

2．調査場所

第2章と同様に、千葉県茂原市に設置した野外放飼場を使用した。

　3．調査期間

　行動観察は、1998年10月の雨が降らなかった5日間に、肉眼による直接観察によって行

なった。

　4．飼育環境

　野外放飼場は鉄製のフェンスで囲まれ、地面に雑草等が、また中央には梅の木が2本生

えていた。広さは9．4㎞×47m×1．6㎝であった。放飼場の上方は建築用足場ネットで囲

み、飛翔による脱走を防止した。それぞれの区画の一隅に、屋根（120αn×182㎝）と止

まり木を設置した。また、地面に飼糟（500mmx35（㎞mx300mm）、給水器を設置し

た（第2章の図2－2、図2－3参照）。

　5、管理方法

　飼料は成鶏用配合飼料（日本農産工業株式会社製Sセブン）を用いて、自由摂食・飲

水とした。配合飼料の成分は表1－1に示した。管理作業は8：30に行い、実験者が放飼場内

に入り、給餌、給水と集卵を行った。

6．調査内容

観察時間は、午前6：00から午後4：00とし、各1時間ごとの最初の30分間について、1
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分間隔の走査サンプリングを行った。ただし、2群同時に肉眼による観察は不可能であっ

たため・各群について30秒間ずらして走査サンプリング3）を行った。観察項目は、摂

食・飲水・地面つつき・歩行・停立、伏臥休息、羽繕い、砂浴賦他個体に対する羽毛つ

つき、敵対行動とした。行動のカテゴリーは表2－1に示した。

　7．統計解析

　各行動が1日に占める割合と発現回数については、ノンパラメトリックテストの

wnc（KQnの符号化1側立検定を用いた。また、各行動の経時的変化については、品種の影響

と時間を主効果とする二元配置分散分析を行った。なお、解析にはstatview　for

Machint（冷h　ver．454のを用いた。
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結果

　1．各行動が1日に占める割合

　岐阜地鶏、コマーシャル鶏の、野外環境における、1日に占める各行動の割合を図3－1

に示した。

　与えられた配合飼料に対する摂食行動は、岐阜地鶏が平均17％であったのに対し、コマ

ーシャル鶏は3（況と2倍以上の値を示し、両品種間に有意（P＜0．05）な差が見られた。

　また、給水器からの飲水行動も、岐阜地鶏の0．9％に対して、コマーシャル鶏は2．（潟と

なり、有意（P＜0．05）な差が認められた。

地面をつつく行動は、岐阜地鶏が27．2％であったが、餌箱からの摂食行動とは逆に、コ

マーシャル鶏は17．4％と低い値であり、その差は有意（P＜0．05）であった。

　地面掻き行動に関しては、両品種間で有意な差は認められなかった。

　歩行行動は、岐阜地鶏が9．4％、コマーシャル鶏が6．3％と岐阜地鶏が若干高い値を示し

たが、品種間で有意な差は見られなかった。

　また、羽繕い行動はコマーシャル鶏は16．5驚であったのに対し、岐阜地鶏が20．6％と有

意（P＜0．05）に高くなった。

砂浴び行動は岐阜地鶏の1．2％に比べ、コマーシャル鶏は2．2％に対して有意（Pく0．05）

に高くなった。

　停立姿勢に関しては2群間で有意な差は見られなかったが、伏臥姿勢は岐阜地鶏の1．306

に対して、コマーシャル鶏は6．7％と高い値を示し、その差は有意（P《）．05）であった。

　他個体との闘争は発現が少なく、2群間に差は見られなかったが、他個体に対する羽毛

つつき行動は、岐阜地鶏0．05％とコマーシャル鶏0．16％との間に、有意（Pく0．05）な差が

見られた。

　噛を使う行動である、摂食、飲水、地面つつき、羽繕い、羽毛つつきの合計は、岐阜地

鶏が66．4％であり、コマーシャル鶏が72．6％とほぼ同様であった。
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　2．各行動の経時的変化

　岐阜地鶏における各行動の経時的変化の平均を図3「2に、コマーシャル鶏の経時的変化

を図3－3に示した・また・各品種間についての経時的変化を明確にするため、行動ごとの

経時的変化を図3－4から図3－15に示した。

　摂食行動に対しては、品種の効果と、品種と時間の効果の交互作用が有意（Pく0．001、

P＜0．01）に認められた。岐阜地鶏は6：00～6：30にピークがあり、また、13：00～13：30に再

び高い値を示している。一方のコマーシャル鶏は早朝は1日の中でも一番低く、9：00から

14：00にかけてはほぼ凱前後で推移し、その後は減少した。

　飲水行動は岐阜地鶏は6：00画最大値の2．5％であったが、それ以降は0から1．5％の間で推

移した。一方のコマーシャル鶏は6：00から13：00の間は2％前後で推移したが、14：00と

15：00に約4％に上昇した。品種の効果ならびに品種と時間の効果の交互作用が有意

（P＜0．001、P＜）．05）に認められた。

　羽繕い行動には品種の効果、時間の効果ともに有意ではなかったが、時間と品種の交互

作用が有意（Pく0．01）であった。岐阜地鶏は摂食行動が最大になった6：00と9：00に最も低

い値となり、その後は15：00の30．1％に向かって徐々に上昇した。一方のコマーシャル鶏は

6：00に最大の32．2％となり、その後減少した。

　コマーシャル鶏は伏臥を1日のほとんどの時間に発現したが、岐阜地鶏は9：00から12：00

に発現が集中するなど、品種の効果と時間の効果、時間と品種の効果の交互作用のいずれ

も有意（P＜）．01、P〈｝ρ1、　P〈）．05）であった。

　闘争行動に対しては品種の効果、時間の効果ともに有意ではなかったが、時間と品種の

交互作用が有意（P＜0．01）であった。岐阜地鶏は給餌を行った9：00より以前に闘争行動が

見られ、一方のコマーシャル鶏は9：00以降に闘争行動が発現した。

地面つつき、地面掻き行動、歩行行動、羽毛つつき、砂浴び、綜立、止まり木利用につ

いては品種と時間の交互作用は見られなかった。
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考察

　与えられた配合飼料に対する摂食行動は、岐阜地鶏に対して、コマーシャル鶏が2倍以

上の値を示したことは、ケージ環境と同様に体重差が影響していると考えられた。一方

で、岐阜地鶏は配合飼料の摂食行動より、地面つつき行動に費やす割合が高かった。配合

飼料があるにも関わらず、地面つつき行動に多くの時間を割いたことは、田中ら劒が述べ

ているように、鶏は何かをつつくことへの欲求を持っていることの証明であろう。配合飼

料を与えない半自然環境における赤色野鶏は、1日の約60％を地面つつき行動に費やし、

地面つつきに費やす時間が最も長かったことが報告されている鋤。岐阜地鶏が赤色野鶏と

同様に、地面つつきに費やす時間が長くなったことは、地鶏の特性がコマーシャル鶏より

も、野鶏に近い特1生を持っていることを示していると考えられた。両品種ともに、夕方は

摂食・地面つつき行動が減少したのは、観察期間中は16時には薄暗くなったためと思われ

た。歩行行動は、岐阜地鶏が9．4％、コマーシャル鶏が6．3％と岐阜地鶏が若干高い値を示

したが、品種間で有意な差は見られなかった。しかし、地面つつき行動は歩行を伴うた

め、岐阜地鶏はコマーシャル鶏に比べてより長い距離を移動していると考えられた。岐阜

地鶏が羽繕いに多くの時間を費やしたこと、停立時間も長く周りの状態を常に気にしてい

ることは、岐阜地鶏にとって外敵からの防衛は重要なことであると考えられた。また、停

立行動のぱらつきが大きかったのは、観察日によって外部からの刺激が異なったためかも

しれない。地鶏の持っている行動特性を発現させるためには、つつきの対象となる地面や

外敵から隠れることのできるシェルターの設置などを行い、より複雑な環境で飼育するこ

とが必要であると思われた。
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要約

　家畜福祉思想に基づいた管理法の基礎的知見を得るために、コマーシャル鶏と岐阜地鶏

の行動比較を、野外放飼環境において実施した。放飼環境は品種ごとに10羽を1群とし

て、9．4m×47mの野外放飼場で飼育した。6：00から16：00まで、1分間隔の走査サンプ

リング法を用いて行動観察を行った。

配合飼料に対する摂食行動と飲水行動は、それぞれ岐阜地鶏が平均17％、0．9％とな

り、コマーシャル鶏は36％、2．（瀦と有意（Pく0．05、Pく0．05）な差が見られた。また、嚇で

地面をつつく行動は、岐阜地鶏が27．2％であったが、餌箱からの摂食行動とは逆に、コマ

ーシャル鶏は17．4％と有意（Pく0．05）な差が見られた。羽繕い行動はコマーシャル鶏は

16．5％であったのに対し、岐阜地鶏が20．6％と有意（Pく0．05）に高くなった。岐阜地鶏は

砂浴びに1．2％費やしたが、コマーシャル鶏は2．2％であり、有意（P＜0．05）な差が認めら

れた。伏臥姿勢は岐阜地鶏の1．3％に対して、コマーシャル鶏は6．796と高い値を示し、そ

の差は有意（Pく0．05）・であった。他個体に対する羽毛つつき行動は、岐阜地鶏0．05％とコ

マーシャル卿．16％であり、有意（P＜0．05）な差が見られた。

　岐阜地鶏はコマーシャル鶏に比べて地面つつきに費やす時間が長くなったため、岐阜地

鶏は原種である赤色野鶏に近い特性を持っていることが示され、コマーシャル鶏は家畜化

に伴い野鶏の特性を失ったことが考えられた。また、歩行行動と地面つつきに費やす時間

が長いことなどからも、地鶏を平飼い環境で飼育するには、十分な広さとっつく文橡のに

なるもの力泌要であると考えられた。



66

　　　　　　　　　　　　第4章

岐阜地鶏とコマーシャル産卵鶏のパッチ状の餌場における摂食行動

目的

　われわれが産業動物として用いている家畜が、野生動物から改良される過程で、その形

態や繁殖能力などが大きく変えられてきた。このような家畜化に伴う様々な影響を知るこ

とは、彼らの管理をより良くするために必要なことである。一般的には、野生種と家畜種

の行動を詳細に観察し、各行動に費やす割合などを比較する手法が用いられている。しか

し、動物は自身の生存のために、最小のエネルギー消費で最大の利益を得る行動を採用し

ている63硲。その行動は最適戦略と呼ばれ、下等動物から高等動物まで多様な戦略が報告

されている。家畜を含む草食動物も、エネルギー獲得効率が最大になるように、草地の状

態に対応して摂食行動や反甥、および咀囎の時間が調節されること、体重の低下に伴い高

エネルギー飼料の選択摂食が行われることが計算上から予測され、実際そのように行動し

ていることが知られている。しかし、家畜はその家畜化の過程において、外敵の脅威や飢

餓の危機などの淘汰圧から解放され、何代もの世代を重ねてきた。Gus嘘SQnら働は猪×

豚の交雑種と純粋種の豚のパッチ状の餌場における採食戦略を比較し、変化する餌環境に

対して、両品種とも自らの行動を対応させることができるが、猪×豚の方が、より最適な

行動を採用したことを報告している。また、Hc増oiら働は、家畜化された東舞動物は、前

回摂食をした場所を好むwirstay戦略を持っているか、前回摂食した場所を避けるwin－

sht仕戦略を持っているか調査し、その結果、牛はwin－stay戦略であり、家畜である牛も環

境の変化に摂食行動を柔軟に適応することができると述べている。野生種に近いとされる

岐阜地鶏と、コマーシャル鶏の、時間あたりに占める各行動の割合について比較を行った

前章では、ケージ環境と平飼い環境ともに、両品種間で行動特性に違いがあることが示唆

され、その違いは特に嚇を使う行動に関して顕著に見られた。そこで本章では、岐阜地鶏

とコマーシャル鶏の行動特性の違いをさらに明確にするために、両品種間のパッチ状の餌

場における採食戦略を比較した。
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材料および方法

　1．供試動物

　供試動物として岐阜地鶏（1997年3月艀化）とコマーシャル産卵鶏（バイライン、1998

年2月艀化）をそれぞれ4羽ずつ使用した。供試鶏は足輪による個体謝りを行い、実験を

行った順に1番から4番の個体番号をつけ、岐阜地鶏はG1からG4とし、コマーシャル鶏は

C1からC4ととした。供試鶏の平均体重は岐阜地鶏が10509、コマーシャル鶏が16409で

あった。供試鶏は、麻布大学付属鶏舎で飼養している鶏の中から無作為に選抜した。

2．調査場所

実験は麻布大学獣医学部付属鶏舎内で行った。飼育ケージと実験ケージの配置を図4－1

に示した。

3．調査期間

　実験期間は1999年5月25日から同年12月2日までとし、各個体の実験日と当日の平均気

温については表4－1に示した。

4．飼育設備

本実験期間以外は、床面積が嬢㎞h2のケージに1動ずつ収容した。実験期間は後述の実

験用ケージにおいて飼育を行った。

5．管理方法

除下等の管理作業は8：00から9：00の間に行い・給水は8：00から9：00の間と16：00から

17：00の間に行った。なお、飲水は自由飲水とした・また・本実験で30分間の制限給餌と

するため、本実験の前に不断給餌から30分の部艮給餌に給餌時間を変化させた・飼料は両

品種ともに成鶏用配合飼料（日本農産工業株式会社製つぶえ）を用いた・餌の成分は表

4－2に示した。



窓

窓

　　　　丁丁

実験用ケージ

日日目

　　□□

　　□

　
□
□
㎝
日
叩

〆
　
□
□

二士・

飼育用ケージ

カメラ

ビデオデッキ

モニター

カメラアンプ

作業台 入り口吟

70cm

図4－1．鶏舎内の配置図

730cm

68



69

表4－1．各個体の実験日と最高・最低気温

個体番号

岐阜地鶏　　　　　G1

コマーシャル鶏　　C1

本実験開始日　　　5月25日

最高気温平均（℃）27．4

最低気温平均（℃）17．9

2
2
G
C
7月9日

30．2

23．1

3
3
G
C
9月11日

29．9

22．7

4
4
G
C
11月15日

18．9

7．5

表4「2．飼料の成分（日本農産工業社製つぶえ）

成分量（％）

粗蛋白

粗脂肪

粗繊維

粗灰分

カルシウム

リン

（以上）

（以上）

（以下）

（以下）

（以上）

（以上）

ME（kca1）　（以上）

1
　
　
1
2
0
2850
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6．調査内容

　実験用ケージは、3600crn2（60cm×60㎝）の種鶏用ケージを用いた。ケージの周囲に

は、パッチとしてプラスチック製の飼糟を、各面あたり2個、計8個取り付けた。また、給

水器はケージ前面に取り付けた。パッチ間の移動に負荷をかけるため、パッチの正面に止

まり木を設置し、止まり木に登らなければパッチ内の餌を摂取できないようにした。した

がって、鶏はパッチを移動する場合には、一度止まり木を降り、再び登らなければならな

かった。実験装置の概要を図4「2に示した。岐阜地鶏とコマーシャル鶏のケージは隣り合

わせで設置したが、ケージの間にベニヤ板製の間仕切りを入れて、視覚的に遮断するよう

にした。また、パッチとして設置した飼糟には、飼料とともに小石を一定量入れ、飼料の

摂取に従って、パッチ内の（餌量）／（非餌量）が減少し、パッチの質が低下するように

した。ノ1、石の量を300g入れた場合をRidl　Pおt（hとし、5㏄麿の場合をPOQr　Rヨtchとした。

それぞれのパッチの写真を図4－3に示した。飼料は日本農産飼料社製の成鶏用配合飼料

「つぶえ」をふるいにかけて粉状の成分を除いて用いた。

　本実験の前に、パッチに入れる餌の量を決めるために、予備調査として両品種の摂食量

を調査した。まず、7日間の不断給餌を行い、摂食量を測定した。その後、1時間の制限給

餌を7日間行い、1時間の摂食時間でも必要量の摂食力河能であったことを確認したため、

より短い30分間の制限給餌を行った。なお、本実験では飼槽に小石と餌を混ぜて入れるた

め、新奇物への馴致として摂食の邪魔にならない程度に小石を混ぜた。岐阜地鶏は平均で

33．69、コマーシャル鶏は80．79と、コマーシャル鶏が岐阜地鶏の約2倍量を摂取しため・

岐阜地鶏にとっての餌の価値はコマーシャル鶏の約2倍であると判断し・1つのパッチに岐

阜地鶏は10gの飼料を、コマーシャル鶏には20gの餌を入れることとした。

　本実験開始直前に、飼育用ケージから実験用ケージに岐阜地鶏とコマーシャル鶏をそれ

ぞれ1羽ずつ移動した。まず最初に、止まり木に登りパッチ内の餌を摂食することを覚え

させるために、小石の入っていないパッチを設置する馴致期間を設けた。その後・止まり

木に登ることができることを判断した後に本実験を開始した・全てのパッチがRidl　Pat（ぬ

である環境をRidh環境、全てのパッチがPOQr飴t（hであることをPOQr環境とした。本実験

はRi（h環境を連続して8日間行い、その後PbQr環境を7日間行った・なお・Rkh環境の初日

は馴致日（1日間）とした。
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　実験は毎日15：00に開始し、餌と小石の入ったパッチを実験用ケージの周囲に設置し

た。供試鶏を30分間自由に行動させた後、飼糟をケージから取り除いて実験を終了させ

た。また、実験終了後に全てのパッチの残餌量を記録した。なお個体番号2の実験6日目

は、雷の影響により岐阜地鶏がほとんど動かなかったため、データから除外した。

　観察では各パッチの滞在時間を明確にするため、鶏舎の天井にビデオカメラを設置した

（図4－1）。カメラは、タイムラプスビデオに接続し、6時間モードによる録画を行っ

た。実験用ケージは隣り合わせで設置したため、一つのカメラで岐阜地鶏とコマーシャル

鶏を同時に録画した。観察に使用した機材は表4－3に示した。

　録画したビデオテープから、鶏がパッチに入った時間と、パッチから出た時間を記録し

た。鶏がパッチに嗜を入れた時をパッチの利用開始とし、パッチから嚇を出した時点で

パッチ利用終了とした。解析したデータを元にパッチ滞在時間とパッチ移動回数を算出し

た。なお、本実験ではパッチ間の距離が短かったために、パッチ移動時間に関しては無視

できるものとした。

　実験終了時に各パッチの残餌を測定し、各個体の摂食量の記録を行った。岐阜地鶏の餌

の価値はコマーシャル鶏の半分としたため、岐阜地鶏の摂食量を2倍した値を摂食餌量と

した。

　また、実験における1日のパッチ移動回数を、摂食した総餌量で割った値を、餌獲得コ

ストとして算出した。餌獲得コストは、その値が高いほど、餌を獲得するのにエネルギー

コストが大きくなるこを意味する。

　7．統計解析

パッチ移動回数パッチ利用時間と細紐食量については個体ごとにMann禰tneyのU

検定を行い、4羽の平均値はwn（厭㎝の符号化順位検定を行った・また・餌獲得コストの

4羽の平均値について、WncαKonの符号化順位検定を行った・統計解析にはsta厩ew　fbr

Mach血to6h　ver．4．5姻を用いた。



72

パッチ

止まり

獄諜＝i
ミ：i

．＾ ｬ’’”蝋’眺’へ’

、、

P

一．1

1＿軸鰍“奉．熱応繍、ふξ呼点．

尋率騒…き率軽一跡篇…
，　」　　　　　、　、　 齢

・・叫％唱くr，㌧、卓・．・．

＿、、ε＾、1、　寒赫詞
㌧㌧、隔、噛“

、　．”＝

．＿

緕u、｝、＿

≧＝；
’・’ Z・？”掌竹
、　 ・　●

吃・ @　・こ　・・｝…、騨
　
　
、
　
　
、

．
．
．
㌦
．
．
．
臨
．
・
．

9
く
・
●
●
㌔
・
●
・

　
　
い
　
塙

、
㌔
≧
、
、
、
、
、

　
　
　
　
　
、

ロみけ　コ
キ　 コ　コ

ミ：：
“
…
寸
．

“
　
塙

馬
●
●
・
｝
■

嘩
冊

雪
↓、　冊｝塙塾、、、
、　：　：
・・亀ウや
㍉

　
．
・
．
・
匹
一
・
（
，
、
、
急

・
“
ミ
・
，
昏
・
，
、
噸
、
ミ

｝
9
・
ご
．
・
．
．
、
・
●
o

　
　
　
植

略
．
■
」
・
■
、
．
「
‘
．
．
．
、
、
F
■
、
．

　
“
晒

ぐ
、
へ
・
層
、
、
、
残
、
、
、
、
凸

　
　
、
　
　
、

｛
、
b
㌧
、
．
・
．
・
レ
、
、
．
．
．
・
‘

じ
．
・
●
、
●
o
」
、
，
，
．
■

甜
…
“
…
帖
…
．

導
．
く
憂
ヒ

⑱i言・・言・・諜・・…∴1・・1・？・苓・・運…3…，一・

！：1：1：1：i二＝；1：二i：峯1…：：ill二i：1：：：i：馨

一％沿ﾝぬ臨』…識乱目指隷・

i二業…i：まま垂：叢叢垂慧i…i叢薫　　ji

．，℃・．ヤ・曜、℃、虫℃㍉㌔‘、v．・‘、、、・o、・．ヤ・．．．㍉・．・．．・．・．・　　情・レ・．㌔・．く㌧・凸・．㌔・．・．㌔・ド．・　　・。・．、・・．・．

60cm

60cm

・・

P…i一ふ・る・ふふミ…き一匙一る・・き一ミ…i…1・一藁・・艸ふ憶…i一・1

　　篇購＝：ミ＝1：＝1：咽帆ll＝欝1葱＝1：！l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧

隅一…一洗塾野丁ΨTか　ト憾凱“翠…ゴ　γr…を…含讐叱野？㌦嘆

鷲諜隷煙毒窓＝1；灘＝1沖繋凝ll＝｛＝：1、

しきり

給水器

図4r2．実験装置の概要



73

図4「3．実験に用いたパッチの写真（左：Ridl　Rltch、右：POQr　Pat（ぬ）
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表4－3．観察に用いた機材

メーカー　　型番 台数

タイムラプスビデオ

カメラアンプ

テレビカメラ

レンズ

Panasonic

Panasonic

Panasonic

Panasonic

AG－6730

WV－PS11B
WV－CP110
W▽一LA210C3

－
⊥
－
⊥
－
⊥
－
↓
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結果

　1．　パッチ移動回数

　岐阜地鶏のパッチ移動回数の4羽平均はRi（ぬ環境では1日目に8．5回、2日目に7．5回と若

干低い値を示したが、以降は10回前後となり、大きな変化は見られなかった（図4－3）。

Poor環境では、1日目の8．8回から7日目の143回へと経日的に変化した。しかし、個体別

に見ると、G1，2，3は同様の傾向を示したが、　G4はRich環境とPoor環境の両環境におい

て、変動が大きい傾向が見られるた。

　同様にコマーシャル鶏のパッチ利用回数（宿直平均は、Rid環境では1日目の8．8回から7

日目の11．3回へと緩やかに上昇した。一方、Pbor環境では12．2回から15回の間で不規則に

推移した。個体別では、Rich環境においては。　1，2と。3，4が同様の傾向を示しており、

Poor環境では全ての個体が不規則に推移した（図4「4）。

それぞれの環境における各個体の平均パッチ移動回数を図4－5、図4「6に示した。岐阜

地鶏は全ての個体の移動回数が環境間で有意な差は見られなかった。

　一方のコマーシャル鶏はC1，3，4がRi（血環境の方が、　Poor環境より移動回数が少なく、4

羽のパッチ移動回数の平均はRi（れ環境では9．6回、　PbQr環境では10・5回となり・両環境間

で有意（P＜0．05）な差が見られた。特に、C1は団（h環境での移動回数が12・1回・PoQr環

境環境では18．6挑みられ、また、C3はH（h環境で7・9回・Pbor環境で12・9回となり・両環

境間で有意（P＜0．05）な差が認められた。
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　2，パッチ滞在時間

　岐阜地鶏の実験期間内における個体別の平均パッチ滞在時間を図4－7に示した。G1，3は

団（h環境におけるパッチ滞在時間がPDQr環境に比べて若干多くなったが、明確な違いでは

なかった。また、G2、4についてはその逆の傾向が見られたが、同様に明確な差は認めら

れなかった。岐阜地鶏では全体的に両環境間で差は見られなかった。

　一方、コマーシャル鶏の個体別の平均パッチ滞在時間（図4「8）は、C1、3、4について

H（痘環境がPoor環境での滞在時間より長くなり、特にC1、3では有意（P＜0．05）な差が認

められ、C4では10％水準で差が見られた。
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3．総摂食量

　岐阜地鶏の実験期間中における総摂食量の経日的変化を図4「9に、コマーシャル鶏の経

日的変化を図4－10に示した。岐阜地鶏における総摂食量の4羽平均は、Ri（h環境において

1日目の43から68へ経日的に増加した。一方で、Poor環境では大きな変化は見られなかっ

た。個体別ではG1、2、4個体は同様の傾向が見られ、　G3もRidi環境で経日的変化が認め

られたが、G3は他の3個体とは異なり、　POQr環境の1．2．3日目は約20と低い値となった。

　コマーシャル鶏は、個体によってばらつきが大きく、明確な経日的変化は見られなかっ

た。

　岐阜地鶏の実験期間内における総摂食量の平均を図4－11に、コマーシャル鶏における

総摂食量の平均を図4－12に示した。岐阜地鶏については、G1，3は環境が変化しても摂食

量は大きく変化しなかったが、G2，4はRidi環境に比べてPOQr環境では摂食量が減り、特

にG4は環境間で有意（P＜0．05）な差が認められた。4羽の平均値は、　Rich環境で57。8、

Poσr環境では50．4となり両環境間に有意な差は認められなかった。

　一方のコマーシャル鶏は、全ての個体がRkh環境よりPOQr環境では総摂食量が少なくな

り、C2、3、4個体ではその差は有意（Pく0．05）であった。また、総摂食量の4羽平均は、

団ch環境では59．3、　P㏄r環境では44．6となり両環境間で有意（P＜）．05）な差が見られた。
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図4・一10．コマーシャル鶏における総摂食量の経日的変化
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図4－11．岐阜地鶏の実験期間内における平均総摂食量（＋SD）
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各個体ごとのパッチ移動回数、滞在時間と総摂食量
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表4「4
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4．餌獲得コスト

両環境における各品種の餌獲得コストを図4－13に示した。岐阜地鶏の餌獲得コストは

団di環境において0．17、　PbQr環境においてα21であった。一方のコマーシャル鶏は、　Ridl

環境では0．18と岐阜地鶏と同じであったが、Poor環境では（L32と高い値を示した。両品種

ともに環境間において10％水準で差が見られた。
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図4－13．両品種の各環境における餌獲得コスト（＋SD）
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螺

　岐阜地鶏では、パッチ環境の変化が、パッチ移動回数、パッチ利用時間と餌獲得量に対

して大きな影響を与えなかった。一方のコマーシャル鶏では、パッチの質が低下すると、

パッチの移動回数が増え、1個のパッチの滞在時間が減少した。また、コマーシャル鶏は

団（h環境に比べRx）r環境では餌獲宗等量が低下した。岐阜地鶏の餌獲得コストは、パッチ環

境の変化に影響されなかったが、コマーシャル鶏ではR）or環境での値が高くなり、餌を

獲得するためにより多くのパッチを移動したことが示された。コマーシャル鶏ではパッチ

の質が悪くなると、餌獲得量が減少したが、岐阜地鶏ではパッチの質と餌獲得量に関連は

見られなかった。餌獲得コストから見ても、パッチの質が悪い場合は、コマーシャル鶏は

同じ餌量を獲得するのに、より多くのパッチ移動をしたため、摂食量に対するエネルギー

コストが岐阜地鶏に比べて高いことが分かった。一方で岐阜地鶏が環境間でパッチ移動回

数と摂食量に違いがなかったことは、パッチ環境の変化が岐阜地鶏にとってはあまり大き

なものではなかったのかもしれない。本調査では、仮説としてCh㎜（ヂ）の最適パッチ利

用理論を用い、　「パッチの質が良い場合に比べ、パッチの質が悪い場合はより早くその

パッチをあきらめ、次のパッチへ移動することがより戦略的である」と考え、Rkh環境に

比べ、Poor環境では頻繁にパッチ移動することを予測したが、岐阜地鶏の行動は仮説と

逆であった。その理由として、Rid㎞t（hと㎞Patdユが明確に設定できていなかったのか

もしれない。本調査では、1個のパッチの餌量は同じにして、非餌物質であるノ』・石の量を

増やしてPbQヒP旨t（hを作ったが、　Pb（）r飴td1にもRi（励t（hと同じ量の餌があることから、

岐阜地鶏は探せば探しただけ餌を得られることを学習した可能性が考えられた。実際、岐

阜地鶏は獲得明明が両県層間でほとんど変化しなかったため、なるべくパッチ移動を行わ

ない方が戦略的な行動となった。したがって、行動本調査の環境では、少ない移動コスト

によって多くの餌を獲得できたので、P㏄環境で餌獲得コストが上昇したコマーシャル

鶏に比べて、より戦略的に行動できるとも考えられた。Gusta㎞nら10）が行ったコマー

シャル鶏と赤色野鶏×コマーシャル鶏をのパッチ状の餌場における採食戦略の比較におい

ても、移動コストを高くするとパッチの移動が起きにくくなること・それは赤色野鶏×コ

マーシャル鶏がコマーシャル鶏より顕著に見られることを報告しており・コマーシャル鶏
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は家畜化の過程において、戦略的な行動を若干失っていることが示唆された。

　また、両品種ともに、1回の実験時間内に同じパッチに何度も入ることが観察された。

鶏は空間認知力河能であることが報告されているη）が、同じパッチで何度も摂食を行った

ことは、前回摂食した餌場を好む、winrstay戦略を採用している可能性も考えられた。

ラットのようにいつも同じ場所に餌があることが期待できない動物は輔カミハトな

どは資源の枯渇が起こりにくい動物はwin二stay戦略が適していると考えられている。鶏の

家畜化の影響を、採食戦略を比較することによって調査する場合、本調査で用いた最適

パッチ理論を用いるより、win枷ft、　stay戦略を比較する方法が適しているのかもしれな

い。

　本調査では明確な差は見られなかったが、品種の特徴を採食戦略で知ることは、家畜の

管理を行う上で有益な手段と考えられるため、適切な戦略モデルの設定や、実験手法の再

考を行うごとが、今後進めて行くべき課題であると考えられた。
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要約

改良の進んでいない岐阜地鶏と、高度に育種されたコマーシャル産卵鶏の、変化する餌

場における採食戦略の比較を行った。パッチとして飼糟を周囲に8個とりつけたケージに

供試鶏を1羽入れ、1日あたり30分間、パッチ滞在時間、パッチ移動回数と総摂食量を測

定した。コマーシャル鶏には、各飼糟に20gの成鶏用飼料とノ」、石300g（Ridl　Pat（油、ま

たは500g（Poor　Pat（畑を、岐阜地鶏には、10週初飼料とノ1・石3㏄磨（Ridh　Patch）、また

は500g（POQr　Rlt（畑を入れて、それぞれの条件で7日間ずつ実験を行った。パッチ間の

移動に際してエネルギー負荷をかけるために、各パッチごとに止まり木を設置し、鶏は隣

のパッチに移動するためには、一度止まり木を降りて、再び登らなければならないように

した。

　パッチ移動回数は岐阜地鶏（G）のG1はRi（h環境よりPbor環境では有意（P＜0．05）に

回数が増え、G2、3、4は有意な増加は見られなかった。一方のコマーシャル鶏（C）は

C1、3、4でRich環境の方がPoor環境より移動回数が少なくなり、　C　1、3は有意

（Pく0£｝5）に減少した。1個のパッチをどの程度利用したかを示すパッチ滞在時間は、岐

阜地鶏は両環境間で明確な差は見られなかったが、コマーシャル鶏は、C1、3、4につい

てRidi環境がPbor環境での滞在時間より長くなり、　C1、3では有意（P＜0．05）な差であっ

た。各環境における総採食量は、岐阜地鶏はG4がPOQr環境では有意（P＜0．05）に減少し

たが、コマーシャル産卵鶏はC2、3、4の3個体が有意（Pく0．05）に減少した。また、パッ

チ移動回数を、摂食した総餌量で割った値である餌獲得コストは・岐阜地鶏は環境が変化

してもほぼ変わらなかったが、コマーシャル鶏はRkh環境よりPb（）r環境が高い値を示し、

餌環境が悪1ヒすると採食効率が落ちることが示された。
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総合考察

現在の採卵養鶏における鶏の管理法は、改良の進んだコマーシャル鶏について進歩して

きた技術であり、地鶏についての飼育法は確立していない。本研究は飼育法が未検討であ

る地鶏の行動特性を調査することによって、地鶏の適切な管理法の確立に役立てることを

目的として行った。そこで、岐阜地鶏の行動特性について、ケージ環境、平飼い環境にお

いて調査し（第1章、3章）、地鶏の新しい環境への適応仮定について調査した（第2

章）。特に摂食行動について差が見られたため、変化する餌環境における幽幽戦略につい

て調査を行った（第4章）。

　ケージ環境、平飼い環境において、岐阜地鶏はコマーシャル鶏と異なる行動パターンを

発現することが示された。ケージ環境では、1羽飼いを行ったため、激しいつつき行動や

カニバリズムなどは見られなかったが、常同的な羽繕い行動や、歩行行動などがコマー

シャル鶏に比べ多く発現した。本調査の結果や、山面ら鋤の報告からも、地鶏はケージ飼

育には適していないことが示唆された。したがって、JAS規格で平飼いが義務づけられて

いる肉用鶏だけではなく、明確な決まりのない卵用種に関しても、平飼い管理を行うべき

であると考えられた。一方、放飼環境下では、岐阜地鶏はコマーシャル鶏に対して、歩行

行動の発現に有意な差はなく、羽繕い行動もケージ環境ほどの差は見られなかった。ケー

ジの床をつつく行動は岐阜地鶏、コマーシャル鶏ともにほとんど見られなかったが、放飼

環境では両品種ともに、地面つつき行動は高い割合で見られ、特に、岐阜地鶏はコマー

シャル鶏に比べて有意に高く、Daw㎞⑫の半自然環境下における赤色野鶏の行動につい

ての報告と同様であった。コマーシャル鶏で報告されているように、鶏はつつきの欲求を

持っている49）と言われているカミ本調査で示されたように、岐阜地鶏はコマーシャル鶏以

上につつきの欲求が高いと考えられたため、管理法を検討する場合につつきの欲求をいか

に満たせるかが重要である。地鶏の肉用雑種は、体重や試料効率などの生産性の観点か

ら、ブロイラーより飼育密度を低くすることが有効であること71）が報告されており、卵用

種に関しても飼育密度の変化が行動に与える影響についても調査力泌要と考えられた。新

規環境に移動した第2章においては、岐阜地鶏は行動が安定するまでに長期間を要し、警

戒行動に費やす時間が長くなるなど・コマーシャル鶏に比べて環境からの刺激に対して過
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敏に反応することが示された。同様に、個体間距離の経日的変化を見ても、岐阜地鶏はコ

マーシャル鶏に比べて警戒心が強く、新しい環境に慣れにくいことが示唆された。肉用地

鶏の飼育現場では、肉に適度なしまりを持たせるために、育成期の後期に野外放飼場へ移

動しても、あまり運動しないことが問題となっているが、第3章で報告したように、環境

に慣れてしまえば地鶏はコマーシャル鶏に比べて活動的なので、移動時に恐怖を与えない

ことや、移動後の環境に新奇な物を置かないなどの方法によって、移動直後から運動量を

増加させること力河能かもしれない。また、㎞dら72）によれば日本鶉の管理を行う

場合、木陰などのシェルターカ泌要であることが報告されているが、警戒心が強い地鶏に

ついても有効な手段であると考えられた。一方で、一度順位付けを済ませてしまえば、不

必要な闘争行動をとらないなど、群飼育に適している面も示された。なお、本調査では人

に対しての警戒などが行動や生産性に及ぼす影響は考慮していなかったが、今後は管理法

を検討していくにあたって、調査力泌要であると考えられた。第4章において、岐阜地鶏

がより少ない移動によって、餌を得る能力を持っていることが示唆された。動物が本来

持っている能力を発揮させることによって、異常行動の発現が減ることが知られている鋤

ので、餌を給餌する場合に単調な給餌を行わず、地鶏の持っている採食戦略を発揮させる

ことのできるオペラントフィーダーなどを設置することによって、福祉的な管理が可能か

もしれない。

　本調査で得られた地鶏の行動特性を考慮すると、地鶏管理を行う場合は、コマーシャル

鶏の管理法をそのまま用いるのではなく、平飼い管理を基本にして、つつきの対象物とな

る床材、外敵から隠れるシェルターやオペラントフィーダーの設置などを検討すること

が、福祉的にも産業的にも必要であると考えられた。

　また、西洋の鶏関連の書籍では、ヨコハマや屡鶏等、外見的に特徴のある日本在来種は

記載されているが、地鶏に関してはほとんど知られていない。本研究で用いた岐阜地鶏は

赤色野鶏の特徴を残しており、遺伝資源的に非常に価値のある品種である。本調査では岐

阜地鶏の管理法について調査する立場から考察したが、コマーシャル鶏の管理法を研究す

る立場からも、数が減少している赤色野鶏に代わって用いることができると考えられる。
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要約

近年、従来のケージ飼育によるコマーシャル鶏の卵だけではなく、付加価値のついた卵

の需要が高まっており、日本固有の在来鶏や、在来鶏とコマーシャル鶏の交雑種を用いた

地鶏産業が発展しつつある。しかし、産卵鶏の飼育管理技術は、家畜化が進んだコマー

シャル鶏についてはマニュアル化が進んできているものの、地鶏などの原種に近いとされ

る鶏についての管理法は確立していない。そこで本研究は、岐阜地鶏の行動特性をコマー

シャル鶏と比較することにより、地鶏の適切な管理法確立の一助とすることを目的とし

た。

　第1章では、岐阜地鶏とコマーシャル鶏各10羽を供試し、948cm2の一般的な産卵鶏用の

ケージに1羽ずつ収容した。給餌と給水は8：30から9：00の間に行い、自由摂食、飲水とし

た。タイムラプスビデオによる録画により、各供試鶏の行動を1分間隔の瞬間サンプリン

グ法で記録した。各行動が1日に占める割合については、摂食行動は岐阜地鶏が23．1％、

コマーシャル鶏が38．1％と有意（Pく0．01）な差が見られた。岐阜地鶏が摂食行動に費やす

時間が短いことは、コマーシャル鶏との体格差に原因の一つがあると考えられた。一方、

岐阜地鶏は歩行行動に6．1％を費やし、コマーシャル鶏の1．7％と比較して有意（P＜0．01）

な差があった。羽繕い行動も岐阜地鶏が26．2％と高い割合であり、コマーシャル鶏の

140％との間に有意（P〈）．001）な差がみられた。羽繕い行動は個体維持行動の一つであ

るが、常同的な羽繕い行動である可能性も考えられ、狭いケージ内を往復する常同的な歩

行行動の割合が高いことを考慮すると、岐阜地鶏がケージ飼育に適していないことが考え

られた。また、真空行動である砂浴びはコマーシャル鶏では0．2％見られたが、岐阜地鶏で

は全く発現せず、両者の間に有意（Pく0．05）な差が認められた・伏臥はコマーシャル鶏が

9．6％、岐阜地鶏は3．7％となり、その差は有意（Pく0・05）であった・岐阜地鶏の摂食行動

は給餌直後の9時に高い値を示し、摂食行動の経時的変化には両外間で有意（P〈0・05）な

差が見られた。また、飲水行動、歩行行動・羽繕い行動・行：立行動・伏臥・闘争行動の経

時的変化にも両者の間に有意（それぞれPく0・01・P＜0・05・P＜0・01・P＜0・01・P＜0・01・

Pく0．01）な差が見られた。岐阜地鶏纈刺激に反応して・給餌後に摂食行動の割合が高

くなった。コマーシャル鶏では、これまでの研究でもこのような現象は認められておら
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ず、給餌刺激に反応することは岐阜地鶏の特徴であると考えられた。本研究によって、ケ

ージ環境における岐阜地鶏の行動は、一般的なコマーシャル鶏の行動着生と異なることが

示された。

　第2章では、ケージ飼育（2羽／ケージ）されていた各10羽のコマーシャル鶏と岐阜地

鶏を、それぞれ9．4×47mの野外放飼場に移動し、行動観察を行った。観察は導入直後か

ら1、2、3、8、15、22、29日目に行い、6：00から16：00まで、1分間隔の走査サンプリ

ング法を用いて行動の記録を行った。同時に、1時間ごとに総個体間距離を記録した。ま

た、放飼直後3時間の闘争行動については行動サンプリングを行った。コマーシャル鶏

は、設置した給餌器からの摂食行動は、1日目から10％を越えたが、岐阜地鶏は最初の3日

間はほとんど飼料を摂取せず、15日目にようやく明確に観察されるようになった。一方、

岐阜地鶏は地面つつき行動に、移動後1日目から25％の時間を費やし、徐々に減少した。

岐阜地鶏が移動後3日間、ほとんど配合飼料の摂食を行わなかったことは、飼育環境およ

び給餌器に対する警戒反応であったと考えられた。岐阜地鶏の羽繕い行動は、油日的に増

加したが、コマーシャル鶏においては8日目以降、ほぼ一定の害拾であった。岐阜地鶏の

1、2、3日目は停立行動に費やす時間が最も長くなり、それ以降は徐々に減少した。岐阜

地鶏の羽繕い行動が経論的に増加したこと、侍立行動が減少したことは、新奇環境が安全

であることを学習した結果であると考えられた。また、岐阜地鶏は移動直後に闘争行動が

集中し、それ以後はほとんど見られなかったが、コマーシャル鶏は移動の3時間後が最大

になり、また、3日目においても闘争行動が見られた。闘争行動のピークが油玉間で異

なったことは、岐阜地鶏にとって順位付けを行うことの重要性を示している。総個体間距

離は岐阜地鶏がコマーシャル鶏より短くなった。岐阜地鶏がコマーシャル鶏に比べて総個

体間距離が短くなり、血温的にその距離が長くなったことは・岐阜地鶏が移動後数日間は

外敵からの攻撃などに対する防御行動をとり、その後・徐々に飼育環境が安全なものであ

ると認識したためと考えられた。岐阜地鶏はコマーシャル鶏よりも新奇な環境に対する警

戒心力験いことが示された結果から、飼育環境を変化させる場合は慣れた給餌器を配置す

るなど、新奇性を軽減する必要があると考えられた。

　第3章では、第2章で用いた鶏群に対し野外放飼場へ移動1年後に観察を行い・両鶏の平

飼い環境における行動を比較した。6100から16：00まで・1分間隔の走査サンプリング法を

用いて行動観察を行った。配合飼料に対する摂食行動と飲水行動は・それぞれ岐阜地鶏が
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平均17．0％、0．9％となり、コマーシャル鶏の36．0％、2．6％に対して有意（P＜0．05、

P＜0．05）な差が見られた。また、嚇で地面をつつく行動は、岐阜地鶏が27．2％であった

が、餌箱からの摂食行動とは逆に、コマーシャル鶏の17．4％に対して有意（P＜0．05）に高

くなった。羽繕い行動はコマーシャル鶏は16．5％であったのに対し、岐阜地鶏が20。6％と

有意（P＜0．05）に高くなった。岐阜地鶏は砂浴びに1．2％を費やしたが、コマーシャル鶏

は2．2％であり有意（P〈0。05）な差が認められた。伏臥姿勢は岐阜地鶏の1．3％に対して、

コマーシャル鶏は6．7％と高い値を示し、その差は有意（Pく0．05）であった。他個体に対

する羽毛つつき行動は、岐阜地鶏0．05％とコマーシャル鶏0．16％であり、有意（Pく0．05）

な差が見られた。岐阜地鶏はコマーシャル鶏に比べて地面つつきに費やす時間が長く、ま

た伏臥時間が短く警戒に長時間を費やしていたことから、岐阜地鶏は原種である赤色野鶏

に近い特性を持っていることが示され、コマーシャル鶏は家畜化に伴い野鶏の特性が減少

していることが考えられた。

第4章で、岐阜地鶏とコマーシャル鶏を4羽ずつ供試し、パッチ状の餌場における採食戦

略の比較を行った。パッチとして飼槽を周囲に8個とりつけたケージに供試鶏を1羽入れ、

1日あたり30分間、パッチ滞在時間、パッチ移動回数と総摂食量を測定した。コマーシャ

ル鶏（C1、　C2、　C3、　C4）には、画幅槽に20gの成鶏用飼料と小石300g（Rid1飴t（h）、

または5㏄lg（Poor飴tdDを、岐阜地鶏（G1、　G2、　G3、　G4）には、10gの飼料と1」・石

3009（Rid1飴t（油、または5009（Fbαr　I沈dDを入れて、それぞれの条件で7日間ずつ

実験を行った。パッチ間の移動に際してエネルギー負荷をかけるために、各パッチごとに

止まり木を設置し、鶏は隣のパッチに移動するためには、一度止まり木を降りて、再び登

らなければならないようにした。パッチ移動回数について、岐阜地鶏は全ての個体につい

て両環境間で有意な差は見られなかった。一方、コマーシャル鶏ではC1、　C3、　C4でRid1

コ入の方がPOQr環境より移動回数が少なくなり、　C1、　C3は有意（Pく0．05）に減少した。

パッチ滞在時間についても、岐阜地鶏は両環境間で明確な差は見られなかったが、コマー

シャル鶏は、C1、　C3、　C4についてRidi環境においてPoor環境での滞在時間より長くな

り、C1、　C3では、両環境間で有意（P＜0．05）な差が認められた。各環境における餌採食

量は、岐阜地鶏はG4がPoor環境では有意（P＜0．05）に減少し、コマーシャル鶏はC2、

C3、　C4の3個体がPoor環境で有意（Pく0．05）に減少した。また、パッチ移動回数を、総

摂食量で割った値である餌獲得コストは・岐阜地鶏は環境の違いによる大きな変化は見ら
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れなかったが、コマーシャル鶏はRkh環境よりPOQr環境において高い値を示し、餌環境が

悪化すると採食効率が落ちることが示された。

　本研究の結果から、岐阜地鶏は、ケージ環境、野外放飼環境のいずれにおいてもコマー

シャル鶏と行動特性が異なることが示され、新奇な環境への適応過程も異なることが明か

となった。また、コマーシャル鶏に比べてより最適な戦略を保持していることが示唆され

た。したがって、岐阜地鶏の管理は飼育密度が低く、刺激の多い放飼環境で行うことが適

しており、また、新奇な環境へ移動する場合は既知な給餌器を同時に移動するなどの配慮

が必要ではないかと考えられた。
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